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おしらせ
I あけましておめでとうございます．
I 26名の方から課題の提出がありました．T2SCHOLAよりフィードバックしています．手書きのコメントは読みにくい（読めない）かもしれません．この資料にあるものが「正式」で手書きは山田用のメモとお考えください．
I 1月 12日は月曜日の時間割；次回は 1月 19日．
I 課題提出締め切り：1月 16日（月）07:00．
I 学修アンケートにご協力ください．
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おしらせ
学生調査 2022年追加調査にご協力ください．
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質問から
Q: 成積評価（原文ママ：成績のことか）を見返していたのですが，「Z = 5⇥ [ z5 ] で与えられる Z と 100のうち大きくない方を評価点とする」とありますが，

Z が 100 を超えることはありえますか．ないような気がしますが．
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質問から
Q: K = H = 0 なら平面の一部になる気がするが，

K = 0 で H 6= 0，K 6= 0，H = 0 の場合はどのような曲面になるのか？
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Weinganten の 公式
ー
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H = K = 0 ⇒ 4 面 の 一をP
(60 ) ?
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例
例 (例 3.9)
I 問題 1-1 において，6u2 + v 6= 0 のとき

K = 0, H = ± 1 + 4u2 + u
4

4(1 + u2 + u4)3/2(6u2 + v)
.
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例
例 (例 3.9)
I 問題 1-2 において K = 1, H = ±1，
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例
例 (例 3.9)
I 問題 1-3 において K = � sech4(u/a)/a2, H = 0

I 問題 3-1
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例
例 (例 3.9)
I 問題 2-1 において K = �1, H = ±(cosech v � sinh v)/2.
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講義

この後，2つの「講義」を行います．

主曲率・ガウス曲率・平均曲率
平均曲率・ガウス曲率の幾何学的性質
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